
　
六
月
二
十
三
日
（
土
）
ウ
ィ
リ
ン
グ

横
浜
　
介
護
実
習
室
に
お
い
て
平
成
二

十
四
年
度
定
時
社
員
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
ま
で
は
五
月
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
三
月
に
定
款
の
変
更
が

あ
り
、
六
月
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
代
議
員
五
十
二
名
中
、
委
任

状
も
含
め
て
四
十
七
名
の
出
席
、
一
般

会
員
二
十
五
名
の
出
席
も
あ
り
ま
し

た
。

　
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て

ご
出
席
の
神
奈
川
県
保
健
福
祉
局
地
域

保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
人
材
課
長
、
水

野
友
治
氏
、
社
団
法
人
神
奈
川
県
社
会

福
祉
士
会
副
会
長
小
島
操
子
氏
か
ら
激

励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
約
一
時
間
半
の
審
議
を
経
て

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
、
平
成
二
十
四
・
二

十
五
年
度
の
新
役
員
が
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
の
新
役
員
と
し
て
、
監
事
に
元

社
会
福
祉
士
会
会
長
の
高
島
さ
ち
子
さ

ん
を
迎
え
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
監
査

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
十
四
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
は

○
介
護
福
祉
士
の
質
の
向
上
の
た
め
の

研
修
と
し
て

・
認
知
症
の
人
の
ケ
ア

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
学
習

・
た
ん
の
吸
引
、
経
管
栄
養
テ
キ
ス
ト

　
の
学
習
（
日
本
介
護
福
祉
士
会
編
）

・
「
介
護
過
程
の
展
開
」
の
学
習

○
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
的
と
す
る
研
修
と
し
て
の
実
務

者
研
修
教
員
講
習
会
（
二
十
七
年

度
よ
り
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の

受
験
要
件
と
な
る
実
務
者
研
修
の

講
師
を
養
成
す
る
）

○
地
域
を
中
心
と
し
た
研
修
で
は

横
浜
を
北
・
南
に
二
分
割
し
、
県

内
を
九
支
部
（
保
健
福
祉
圏
）
と

し
よ
り
身
近
に
研
修
が
受
け
ら
れ

る
体
制
と
し
ま
し
た
。

○
研
究
会
活
動
で
は
介
護
技
術
指

導
法
研
究
会
が
発
足
、
本
会
が
編

纂
し
た
「
尊
厳
を
支
え
自
立
支
援

に
配
慮
し
た
介
護
技
術
の
基
本
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
介
護
技

術
の
た
め
の
普
及
な
ど
特
色
あ
る

事
業
も
多
く
計
画
さ
れ
て
い
る
。
み
な

さ
ま
も
受
講
を
し
て
、
み
ず
か
ら
の
研

鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
現
在
、
当
会
は
公
益
社
団
法
人
認
定

の
受
審
中
で
す
。

　
本
年
は
二
十
周
年
記
念
行
事
（
十
月

二
十
六
日
記
念
式
典
・
祝
賀
会
）
も
あ

り
大
変
忙
し
い
年
度
に
な
る
で
し
ょ

う
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
副
会
長
　
　
平
野
浩
子
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樋口昌子様　75歳　小規模多機能施設でいきいきとした毎日をおくっていらっしゃいます。
ともにほほえむ

平
成
二
十
四
年
度

　
　
　
定
時
社
員
総
会
　
開
催
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平
成
24
年
度
総
会
記
念
講
演

　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
三
日
、ウ
ィ

リ
ン
グ
に
て
総
会
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。澤
田
信
子
県
立
保
健
福
祉
大

学
名
誉
教
授
を
お
迎
え
し
て
、「
介
護
福

祉
士（
専
門
職
）と
し
て
の
成
長
は
市
民

に
何
を
も
た
ら
す
の
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

感
想
文
①

　

私
は
、
広
報
担
当
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
た
の
で
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
先

生
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
一
字
一
句
を
漏
ら

さ
ず
聞
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら

に
、
私
が
澤
田
先
生
の
講
演
を
聞
い
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
資

料
も
何
枚
か
あ
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
澤
田
先

生
の
講
演
は
、
「
学
ぶ
た

め
」
の
講
義
と
言
う
よ
り

も
「
感
じ
る
も
の
」
。
先

生
の
今
ま
で
の
経
験
や
想

い
に
触
れ
な
が
ら
「
感
じ

る
も
の
」
な
の
で
す
。
心

に
染
み
入
っ
て
感
じ
ら
れ

る
、
私
の
琴
線
に
届
く
そ

ん
な
お
話
で
あ
り
、
聴
く

側
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

や
状
況
、
想
い
な
ど
に
よ

っ
て
も
、
感
じ
方
が
変
わ

っ
て
く
る
そ
ん
な
お
話
し

な
の
で
、
聴
く
た
び
に
違

う
感
じ
方
が
で
き
る
の
で
す
。
一
番
後

ろ
の
端
で
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

不
覚
に
も
何
度
も
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
、
介
護
職
に
は
、
「
感

受
性
」
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
澤
田

先
生
の
講
演
は
、
そ
の
感
受
性
を
自
然

と
高
め
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。
そ
ん

な
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
是
非
、
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ

れ
ば
、
澤
田
先
生
の
お
話
し
を
聴
い
て

み
て
下
さ
い
。

（
横
須
賀
・
三
浦
支
部　

内
田
竹
伸
）

感
想
文
②

　

内
容
は
い
ろ
い
ろ
な
方
の
著
書
か
ら

引
用
し
た
言
葉
に
先
生
の
体
験
や
ご
両

親
の
入
院
時
に
先
生
が
感
じ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

　

耳
の
痛
い
話
あ
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
内
容
あ
り
、
一
部
は
反
論
し
た
い
内

容
も
あ
り
ま
し
た
。
と
お
し
て
話
を
聞

き
終
え
て
か
ら
は
、
演
題
で
あ
る
〝
介

護
福
祉
士
（
専
門
職
）
と
し
て
の
成
長

は
市
民
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
〞
の
答

え
ら
し
き
も
の
は
な
い
し
、
話
さ
れ
た

内
容
と
演
題
は
ど
う
関
係
が
あ
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
〝
お
も
ん
ば
か

る
力
〞
と
い
う
話
の
前
後
で
、
病
院
の

看
護
師
の
こ
と
が
出
ま
し
た
。
家
族
か

ら
見
て
看
護
師
に
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と

に
看
護
師
は
気
づ
か
な
い
し
、
依
頼
し

て
も
何
ら
か
の
理
由
で
断
ら
れ
る
と
い

っ
た
件
で
、
介
護
職
場
で
も
多
々
あ
る

こ
と
で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
現
場
で
働
く
者
が
素

直
に
反
省
す
べ
き
内
容
で
は
あ
る
と
思

っ
て
い
る
が
、
ご
家
族
側
に
も
過
度
の

要
求
を
し
て
い
な
い
か
は
考
え
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
感
想
文
を

書
き
な
が
ら
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
精
神
的
な
面
で
私
た
ち

介
護
福
祉
士
が
成
長
し
た
ら
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
市
民
の
か
た
は
今
よ

り
も
っ
と
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
県
央
支
部　

松
井
俊
幸
）

澤田先生



　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
そ

の
支
援
の
た
め
、
神
奈
川
県
か
ら
も
介

護
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
１３
名

の
仲
間
が
現
地
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
震
災
を
た
だ
の
悲
惨

な
出
来
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

活
か
す
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
神
奈
川
も
、
い

つ
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
、
私
た
ち

は
、
「
介
護
福
祉
士
」
と
し
て
、
何
を

す
べ
き
か
？
何
に
つ
い
て
備
え
て
お
く

べ
き
か
？
　
考
え
、
学
び
、
対
策
を
講

じ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
研

究
会
で
は
、
災
害
時
の
体
制
整
備
の
会

の
在
り
方
や
支
援
の
在
り
方
の
検
討
、

介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
理
事
：
内
田
竹
伸
）

　
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
る
広
報
紙
「

ほ
ほ
え
み
」
。
本
年
度
は
、
公
益
社
団

法
人
化
、
設
立
20
周
年
な
ど
の
節
目
で

も
あ
り
、
紙
面
の
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト

も
一
新
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
会
の
活
動
報
告
の
み
な
ら
ず
、
会

員
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
源
と
し
て
、

さ
ら
に
は
、
会
員
以
外
の
方
に
も
、
会

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
共
に
力

を
合
わ
せ
て
、
神
奈
川
県
の
介
護
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
、
「
介
護
」
「
福
祉

」
を
よ
り
広
く
、
身
近
に
感
じ
て
頂
く

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
…
。
そ
ん
な
紙

面
作
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
力
が
必

要
で
す
。
一
緒
に
広
報
活
動
に
取
り
組

ん
で
頂
け
る
方
を
大
募
集
し
ま
す
！
興

味
を
も
た
れ
た
方
は
、
是
非
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
！

（
担
当
理
事
：
コッ
シ
ュ
石
井
美
千
代
）
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災害対策研究会

広報委員メンバー
募集！！！

平成２４年度 神奈川県介護福祉士会事業計画

●介護福祉士国家試験準備講習会（①9/10②17）
○ファーストステップ研修領域Ⅰ（④9/4⑤23）
●介護支援専門員実務研修受講試験全国模試（9/16）

◎介護福祉士初任者研修会（①10/6②8③10）　
○ファーストステップ研修領域Ⅰ（⑥10/11）
○ファーストステップ研修領域Ⅱ（①10/29）
●介護福祉士国家試験準備講習会（③10/19④28）
△実務者研修教員講習会（①１０/７②１３③２０）
▲介護技術講習指導者養成講座（①１０/１６）

●介護福祉士国家試験準備講習会（⑤11/2⑥17）
○介護福祉士実習指導者講習会 （①11/3②5③12④13）
○ファーストステップ研修領域Ⅱ（②11/13③27）
○サービス提供責任者研修会（①11/19②22③25）
◎介護の日記念セミナー
△実務者研修教員講習会（①１１/３②１７③２４）
▲介護技術講習指導者養成講座（①１１/７②１４） 

●国家試験全国一斉模擬試験（12/2）
○ファーストステップ研修領域Ⅲ（①12/10②24）
○サービス提供責任者研修会（④12/14⑤16⑥17）
△実務者研修教員講習会（①１２/１５②２２）

○ファーストステップ研修領域Ⅲ（③1/12④28）

●介護福祉士国家試験実技講習（2/17）
○ファーストステップ研修領域Ⅲ（⑤2/20）

○ファーストステップ研修領域Ⅲ（⑥3/6）

九
月

十
月

十
一
月

一
月

二
月

三
月

十
二
月

研修会関係
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　設立20周年、公益社団法
人化という新たな局面を迎え
た重要な年に、再度会長をお
引き受けしました。会員の皆様
と力を合わせて、微力ですが
新組織の基盤づくりに全力投
球の決意をしています。よろしく
お願い致します。

会　長　野 上薫子

　研修事業部を担当することに
なりました。職域別研修も含まれ
ています。勤務している事業所
の種類別に、研修をすることを、
担当理事と協議して行きます。
地域で行う研修と車の両輪のよ
うに、介護福祉士会を支えてい
きましょう。

副会長　平 野 浩 子

　本会は今年、設立二十年を
迎えます。また、公益社団法人
化に向け最後の準備を進めて
います。この節目の年に、会の運
営に携われることに感謝してい
ます。微力ながら、福祉サービス
向上事業部を中心に努力を重
ねてまいりたいと思っております。

副会長　梅田　滋

　この度図らずも会計監事を仰
せつかることになりました。特に
事業面とのことですが、公益社
団法人では理事の責任が一層
重くなるようですね。理事会に出
席させていただくのが今から楽
しみです。

監　事　高 島さち子

早いもので今年も半年が過ぎて
しまいました。今年度も監事の役
割を頂き、心引き締まる思いで
す。介護福祉士会も飛躍の年と
なる事でしょう。今までと少し方
向性を変えて新たな一歩を踏
み出せたらと考えます。とりあえ
ず、何か動きだしましょう。

監　事　杉 崎チヅ子

　相模原地区の理事となり3期
目を迎えました。今季は研修事
業部会の担当となり責任の重さ
を感じています。会員の皆様の
スキルアップを応援します。皆様
と共に会の活動を活発にしてい
きたいと強く思っています。

理　事　阿 部良子（研修事業部）

平成24・25年度役員紹介

今後に向けての抱負
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時代・社会・価値観の変化など
を背景に、「介護」「福祉」を取り
巻く環境、ニーズは多様化が進
み、大きな転換期を迎えていま
す。今こそ社会に求められる専
門性ある介護福祉士とは何か
を皆さんと一緒に考えていきた
いと思っています。

理　事　内田竹伸（調査研究事業部）

　介護福祉士という職業人が
真面目に介護に取り組む。その
ためのスキルアップは必須であ
り、そのための努力は惜しまな
い。極めた介護力で人を幸福に
することに喜びを感じる。そういう
人材育成に今年も力を入れた
いと思っています。

理　事　浦 野 直 子（調査研究事業部）

　私達の地域は山と海、両方
がある広い支部です。研修を開
催する時も参加者は交通を乗り
継ぎ参加してくださっています。
各地域への配慮を含めて会場
の設定をし、みなさんにいろいろ
なご意見をいただきながら、活動
を行っていきたいと思います。

理　事　井上康子（湘南西支部）

　介護福祉士としての専門性
を高めるため、いつでも、どんな
場面でも「根拠ある介護」を徹
底して取り組んでいける仲間を
増やしていけるように、自分も磨
き、みなさんと一緒に学んで活
動していきたいです。

理　事　入山未 央（県央支部）

　湘南東支部の学習会は５回計画
しております。是非皆様の参加をお願
い致します。また今年は介護福祉士と
しての社会貢献活動をすることになり
ました。茅ヶ崎と藤沢の地域ボランティ
アセンターへ登録を行い、13名の方々
が参加の希望がありました。都度お知
らせしますのでよろしくお願いします。

理　事　熊谷真理子（湘南東支部）

　会員同士、気軽に相談でき
る、技術の習得ができる場となる
ように、又、介護福祉士会は介
護の専門職能団体であること
を、地域で知っていただくための
広報、又活動を行っていけたら
と考えています。どうぞよろしくお
願いいたします。

理　事　久米田敬子（横須賀・三浦支部）

　介護福祉士会のみなさんに
温かく育てていただき、介護福
祉士としてこれまで歩んでくるこ
とが出来ました。介護福祉士会
の活動を通し、人々が“納得の
いく人生“を送ることができる世
の中の実現が目標です。

理　事　コッシュ石井美千代（広報事業部）

　介護技術マニュアル検討会
のメンバーとして、「ＡＮＯＴＨＥＲ 
ＷＯＲＬＤ楽しい介護の世界
へ」と題した介護技術の基本マ
ニュアルを作成しました。わかり
やすく・面白く・深く、そんな風に
介護を理解できるように、研修会
を開催していきます。

理　事　斎 藤 美 貴（横浜南支部）
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　去年までは監事として、会の
運営や財政（お金の出入り）に
一喜一憂する裏方を務めてい
ましたが、今期は理事として広
報の活動を通し会員の皆様と
関われることを楽しみにしており
ます。

理　事　田島セイ子（広報事業部）

　県西支部は今年度、会員の
声を聴く為に情報交換会を予
定しています。会員同士のつな
がりから会の活動が活性化す
るように願っています。また介護
相談を定期的に行い、地域の
方がたの役に立つようにしてい
きます。

理　事　袴田はる江（県西支部）

　地域福祉事業を担当すること
になりました。新米理事ですが、
地域の有意義な活動を目指し、
より一層会員の皆様のつながり
が広がりますよう、微力ながら取
り組んでいきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

理　事　島 谷尚子（相模原支部）

　20才を迎えた介護福祉士会
は文字通り社会に貢献し、社会
に信頼される会になっていかね
ばなりません。今、私たちは確固
たる組織のもと社会の人々から
「さすが介護福祉士」と言われ
る会にしていきたいと思っていま
す。

理　事　田口久美子（福祉サービス向上事業部）

　私たち、介護福祉士も介護
保険制度での（公助）の役割の
みならず、これからは、地域での
（共助）の役割も大切と考えて
おります、地域に根ざした活動
にも取り組みたいと思います。今
後ともよろしくお願いします。

理　事　丸山タヱ子（川崎支部）

　記念すべき介護福祉士会設
立20周年のこの時に、理事とし
て関わることができ会への思い
を一段と強く致しております。今
後も微力ながら介護福祉士とし
て会の発展、そして地域社会と
の連携を密にして、福祉の増進
に努める所存です。

理　事　三ケ島靖子（相談・助言事業部）

　現在、子育て中心の生活をし
ている中、この理事という責任の
ある仕事をさせて頂く事と成りま
した。これを期に子供の頃から
やりたかった介護についてもう
一度深く学んでいきたいと思っ
ております。よろしくお願いいたし
ます。

理　事　山崎清乃（横浜北支部）
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久保田　紀子

髙橋　シズエ

前田　潤子

武中　美根子

大倉　順子

森澤　裕香

中川　美智子

樽見　絹代

古山　靖美

荒井　克巳

鎌田　サト子

中谷　英二

川野　晃

品川   京子

斉藤　とし子

中平　禮子

藤井　慶子

河津　光代

染浦　妙子

久保　信子

須山　成美

小石川  明子

尾形　陽子

佐藤   眞知子

中島　美智子

金井　直子

岩澤　由美

大熊　かな江

小山　尋子

石井　弘恵

藤嵜　静香

平野　佑子

小野　裕子

新倉   綾子

濱口　恭子

石橋　良子

金井　眞由美

渡邊　みどり

吉川   昌美

磯村　則子

林田　かな江

森久保　智美

露木　千代子

大石   和代

鈴木　美根子

杉山   寛子

藤田　美子

宮崎　恵美子

中條　　洋

平成２４年３月の定款変更に伴い、代議員を選挙で選ぶことになりました。
第１回の選挙で選出された代議員の皆さんをご紹介します。

・青葉区
・旭区
・神奈川区
・港北区
・瀬谷区
・都筑区
・鶴見区
・保土ケ谷区
・西区
・緑区

・泉区
・磯子区
・金沢区
・港南区
・栄区
・戸塚区
・中区
・南区
・その他

・横須賀市
・鎌倉市
・逗子市
・三浦市
・葉山町

・川崎市

横須賀
三浦

川崎

横浜南

横浜北

・厚木市
・大和市
・海老名市
・座間市
・綾瀬市
・愛川町
・清川村

県央

・藤沢市
・茅ヶ崎市
・寒川町
・高座郡
 

湘南東

・相模原市相模原

・平塚市
・秦野市
・伊勢原市
・大磯町
・二宮町

湘南西

・中井町 ・箱根町
・大井町 ・真鶴町
・松田町 ・湯河原町
・山北町 ・小田原市
・開成町 ・南足柄市

県西

平成２４年度・２５年度　代議員紹介

支　部 代議員氏名 支　部 代議員氏名

※会員番号順
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楽しい介護の世界へ
「尊厳を支え自立支援に配慮した介護技術の基本マニュアル」
介護技術研修のテキストとして作成しました。
ご希望の方に500円（会員300円）で頒布します。
申込先：神奈川県介護福祉士会

ANOTHER WORLD

福祉サービス 第三者評価のご案内
ぜひ、受審をお薦めします！

●福祉サービス第三者評価とは？
☆事業者が提供する福祉サービスを公正・中立
な第三者の視点から、専門的かつ客観的立場に
たって総合的に評価を行うのが福祉サービス第
三者評価です。

☆保育分野 350,000円（消費税別）
☆高齢・障害分野 400,000円（消費税別）
☆障害者グループホーム・ケアホーム分野
 130,000円（消費税別）

●方針
受審事業者の個性や特性を大切にし、事業者の
日々の努力を評価し、さらなる「気づき」が生ま
れる場としていきます。

●受審料金は？ 福祉サービス第三者評価機関
神奈川県介護福祉士会
〒220-0003　横浜市西区楠町9番地7　
 TAKビル3階
TEL：045－323－1085　FAX:045－317－5930
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